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　 海馬 切 片 を 用 い た急 性 実 験 で ，キ ン ド リ ン グ 類似 の 短時

間 間 隔 の 頻回電 気 刺激 の 反 復 に よ り，て ん か ん 様 パ ー
ス ト

波 の 発生す る こ とが CA3 あ る い は CAI 領域 で報告 され

て い るが ，その 詳細 は 未 だ 不 明 で ある。本研究 で は 海馬 切

片 。反 復 頻 回 刺 激 誘発性 バ ー
ス ト波 の 発生機序に 関 し，そ

の 発 射 様式 と発生 部位に お け る 相違 に っ い て 検 討 し た。方

法は  モ ル モ
ソ ト海馬切片 の CA2／3 と CAI 領域 の 境界

部に おけ る stratum 　radiatum に 双 極刺激電極 を 刺人 して ，

CA3 と CAI の 錐体細胞層か らの field　potential を記録 し

た 。毎 分 1回 の 単発刺激 〔定電 流 ，
2 相 性 方 形 波，100μ sec ）

を与えなが ら ，
30分以 E コ ン ト ロ ー

ル を測 定 し て か ら，50Hz ・

2sec の 頻回 刺激を数分毎に 繰 り返 し，両領域で 発生 する バ

ース ト波を観察 した 。   CA1 ．を CA2／3 か ら分離 した ミニス

ラ イ ス を作成 し， それ ぞ れに 対 して 同時に 反復頻回 刺激を行っ

た 。  バ ー
ス ト波 が 確 立 して か ら CA1 を CA2／3 か ら分離

し て，そ の 後 の 両 領域 に お け る パ ー
ス ト能 を 観 察 し た 。  

後発射 バ ー
ス トの 発生 に 関 して も，CA3 の もう

一
方 の 入 力

で あ る mossy 　fiber に 頻 1・・r刺 激 を ケ・え て そ の 効 果を 検討 し

た 結果，  後発射 バ ー
ス ト，自発 バ ー

ス ト，刺激誘発 パ ー

ス トの 3種類 の バ ー
ス ト波 が観察 され，白発 バ ー

ス トは CA3

が 先行 し た の に 対 し，後発射 バ ー
ス トで は ほ ぼ 同時に 発射

した もの と，CAI が 先行 した もの の 2型か 認め られ た 。 

分 離後頻 回 刺激群 で は ，CA3 で 3種類 の ・ i一ス ト波が 発生

した が ，CA1 で は 低振幅 の 後発射 バ ー
ス トの み で あ っ た 。

  パ ー
ス ト確立後分離群 で も，CA3 で は 分離後に 3 種の パ

ー一
ス トが 観察 きれ た が

，
CA1 で は 低振幅の 後発射 パ ー

ス ト

の み で あ っ た
。   m 。ssy 　fiber の 頻 回 刺 激 で は 後発射・ミ ー

ス トの 誘 発 は 囚 難 だ った 。以 上 の 結 果 か ら，自発 バ ー
ス ト

と 後発射 パ ース トの 発生 機序の 相違 と ， 前者に お け る CA

2／3　領域 の 重要性 が 示 唆 さ れ た 。

　　キ ン ドリングは優れ た慢性実験て ん か んモ デル であり、

　これまで に篇桃核など大脳辺縁系を中心に研究が進め られ

て い る。 我々 は猫の外側矮状体（LGN）での キ ン ドリン グ形

成後に長期持続性の光過敏性が獲得される ことを見い出し、

LGNが光過敏て ん か んの発現に関わる重要な脳部位で ある

　こ とを指摘 した 。 さらに種々 の抗けい れん薬を用い て光過

敏性に対する効果をみた実験から、 本モ デルが薬効判定の

ための好適な実験モ デル であるこ とを示した。 光過敏て ん

か ん の神経機序を明らかにする目的で 、 今回はセ ロ トニ ン

の前駆物質で あ る5−hydroxytryptophan（5−HTP）の効栗にっ

いて 以下の実験を行 っ た。

（実験 D 成熟猫の LG階 臟 に後発射閾値で反復電気刺

激を加えて キ ン ドリン グを形成 した 。 LGNキ ン ドリン グ猫

に少量の allylglycine を前処置し、 その後 1時間毎に 3分
間の閃光刺激（20Hz）を加え、光誘発性けいれんが安定して

惹起された時点で 5−HTP（10，20   ／  ）を腹腔内投与した。

5一田 P投与後4時間まで 同様の 閃光刺激を行 い
、 け い れん

反応の変化を観察した。 その結果、5一町Pは用量依存的に

光誘発性けい れんを抑制し、 特に20   ／kg投与後 1 − 2時

間に お い て は光誘発性け い れん の 出現を脳波お よび行動土

完全に阻止するこ とが示され た
。

（実験 2）LGNキ ン ドリング完成後、 5−MP （20．　40　mg／kg）
を腹腔内投与し、 投与 1時間後に後発射閾値で電気繭嫐を

行い、5一肛Pの抗けいれん効果を検討した。 その 結果 、 5−

HTPはLGNキ ン ドリン グけい れんに対して も抑制効果を示し、

特に 40   ／kg投与で は脳波 ・行動上の発作活動を完全に抑

制 した 。

　今回の実験結果よ り、 光過敏て んかん の 神経機序として

セ ロ トニ ン 系の 重要性が示され、特に【βNの発作感受性に

対する セ ロ トニ ン 作動系抑制機構が光過敏て んかんの発作

発現に深 く関与して い る可能性が示唆された。
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